




要約  :  重症心身障害児の脊柱変形は高頻度に発症し、呼吸障害をきたして生命への予

後を左右する可能性が指摘されているが、経時的に自然経過を観察した報告はほとんど無

いと考えられる。 心身障害児総合医療療育センターむらさき愛育園の入所している重症

心身障害児者について X 線学的に脊柱変形を 13 年間追跡した。その結果成長期を終了し

ている例に於いては変形の進行がないことが確認された。


